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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月16日(2011.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板の一方の基板を固定する固定段階と、
　前記一方の基板に対向して配置される他方の基板を揺動自在に保持する保持段階と、
　前記一方の基板の面方向に沿った前記他方の基板の位置を合わせる位置合わせ段階と、
　前記他方の基板を前記一方の基板に向かって変位させる変位段階と、
　前記他方の基板の変位により相互に密着した前記一対の基板を加圧して、前記一対の基
板を相互に接合する圧接段階と
　を含む接合方法であって、
　前記位置合わせ段階は、前記他方の基板の揺動により生じる前記一方の基板の面方向に
沿った前記他方の基板の位置ずれを打ち消すように、前記他方の基板の位置を補正する位
置補正段階を含む接合方法。
【請求項２】
　前記変位段階において、前記一方の基板に対する前記他方の基板の傾斜を検出する傾斜
検出段階を含む請求項１に記載の接合方法。
【請求項３】
　前記傾斜検出段階は、前記他方の基板の前記一方の基板への当接箇所の前記一方の基板
の面方向に沿った位置を検出する当接位置検出段階を含み、
　前記位置補正段階は、前記当接位置検出段階において検出された当接位置に基づいて補
正量を算出する補正量算出段階を含む請求項２に記載の接合方法。
【請求項４】
　前記変位段階において前記一対の基板が複数箇所で当接した場合に、前記補正量算出段
階では、当該複数箇所において発生した応力の合力に基づいて前記補正量を算出する請求
項３に記載の接合方法。
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【請求項５】
　前記位置合わせ段階は、基板変位機構を用いて前記他方の基板を前記一方の基板の面方
向に沿って変位させる操作を含み、
　前記位置補正段階は、前記基板変位機構を用いて前記他方の基板を前記一方の基板の面
方向に沿って変位させる操作を含む
　請求項４に記載の接合方法。
【請求項６】
　前記位置補正段階は、前記一方の基板の面方向に沿った位置合わせの補正に先立って、
前記一対の基板を相互に離間させる操作を含む請求項１から請求項４までのいずれか１項
に記載の接合方法。
【請求項７】
　前記変位段階は、前記他方の基板に作用した荷重により当該基板を揺動させる操作を含
む請求項１から請求項６までのいずれか１項に記載の接合方法。
【請求項８】
　前記保持段階において、前記揺動の中心を、前記他方の基板の接合面に近接させる操作
を含む請求項１から請求項７までのいずれか１項に記載の接合方法。
【請求項９】
　前記一対の基板のそれぞれが、前記一対の基板が接合された場合に相互に接続される幅
ｄのバンプを有し、
　前記保持段階において、前記他方の基板の接合面が、前記揺動の中心に対してΔｈ離れ
て保持され、且つ、前記変位段階において、前記他方の基板が傾斜角度θで傾斜した場合
に、
　前記位置補正段階は、下記の式１を満足する範囲まで補正を実行する請求項１から請求
項８までのいずれか１項に記載の接合方法。
　ｄ＞Ｄ（１－ｃｏｓθ）＋Δｈ・ｓｉｎθ・・・［式１］
ただし、Ｄは、前記揺動の中心から当接箇所までの距離を表す。
【請求項１０】
　一対の基板の一方の基板を固定する固定部と、
　前記一方の基板に対向して配置される他方の基板を揺動自在に保持する保持部と、
　前記一方の基板の面方向に沿った前記他方の基板の位置を合わせる位置合わせ部と、
　前記他方の基板を前記一方の基板に向かって変位させ、相互に密着した前記一対の基板
を加圧して、前記一対の基板を相互に接合する駆動部と、
　前記他方の基板の揺動により生じる前記一方の基板の面方向に沿った前記他方の基板の
位置ずれを打ち消すように前記他方の基板の位置を補正すべく、前記位置合わせ部の作動
を制御する補正制御部と
　を備える接合装置。
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